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平成27年度 公益社団法人東京都診療放射線技師会
アンケート調査結果

多くの施設のご協力をいただいて実施した平成27年度アンケート調査集計が完了しましたのでご報
告致します。

調　査　内　容：施設別給与実態調査

調　査　期　間：平成27年12月1日～12月25日

調査対象施設数：300

有 効 回 答 数：55

回　　答　　率：18.3％

厚生調査委員会

グラフの凡例は以下の通りで表示します。
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Q1 貴施設の基本給は学歴により区分がありますか。

ある 
52.7％ 

なし 
43.6％ 

未回答3.6％ 

学歴による区分 

専修学校卒平均初任給は182,502円であった。

最高初任給は205,000円、最低初任給は139,200円でありその差は65,800円であった。

Q2 H27年度新卒者の初任給（基本給のみ）はいくらですか。（月単位）

初任給　専修学校卒 

回
答
数 
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短期大学卒平均初任給は184,263円であった。

最高初任給は205,000円、最低初任給は167,100円でありその差は37,900円であった。

四年生大学卒平均初任給は193,611円であった。

最高初任給は212,600円、最低初任給は170,000円でありその差は42,600円であった。

初任給　短期大学卒 

回
答
数 

初任給　四年生大学卒 

回
答
数 
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大学院卒平均初任給は204,100円であった。

最高初任給は227,000円、最低初任給は180,200円でありその差は46,800円であった。

学歴区分なしの平均初任給は191,327円であった。

最高初任給は220,000円、最低初任給は169,000円でありその差は51,800円であった。

初任給　大学院卒 

回
答
数 

初任給　区分なし 

回
答
数 
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Q3 貴施設では放射線作業（危険）・診療放射線技師資格手当はありますか。

ある 
61.8％ 

なし 
38.2％ 

放射線作業（危険）・診療放射技師資格手当 
 

放射線作業（危険）手当支給の最高金額は30,000円、最低金額は1,000円であった。

Q4 Q3で「ある」と答えた施設にお尋ねします。貴施設の放射線作業（危険）・診療放射線技師資格

手当はいくらですか。（月単位）

放射線作業（危険）手当 

回
答
数 
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診療放射線技師資格金額支給の最高金額は66,800円、最低金額は3,000円であった。

また、基本給×0.06で支給される施設もあった。

放射線技師資格手当 

回
答
数 

Q5 貴施設では放射線作業（危険）手当以外の特殊作業手当（手術室業務・Ai撮影業務等）の支給は

ありますか。

ある 3.6％ 
 

ない 
96.4％ 

特殊作業手当の支給 
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Q6 Q5で「ある」と答えた施設にお尋ねします。特殊作業手当の種類と金額を記入して下さい。

Q7 貴施設では診療放射線技師以外の資格について手当はありますか。

ある 
14.5％ 

ない 
83.6％ 

未回答1.8％ 

診療放射線技師以外の資格手当 

Q8 Q7で「ある」と答えた施設にお尋ねします。どのような資格に手当がありますか。

診療放射線技師資格以外の資格手当の種類 

回
答
数 

そ
の
他
 

放
射
線
治
療
品
質
管
理
士
 

放射
線治
療専
門診
療放
射線
技師
 

放
射
線
治
療
品
質
管
理
士
 

検診
マン
モグ
ラフ
ィ撮
影認
定技
師 

第
一
種
放
射
線
取
扱
主
任
者
 

資格名 

診療放射線技師以外の資格手当は、第1種放射線取扱主任者・検診マンモグラフィ撮影診療放射線技師・放射線

治療品質管理士・放射線治療専門診療放射線技師・医学物理士・超音波検査士を取得していると手当が支給され

ていた。その他の資格として医療情報技師・DMATがあった。
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Q9 Q7で「ある」と答えた施設にお尋ねします。資格に支給される金額を記入して下さい。（月単位）

資格に支給される金額は、第1種放射線取扱主任者の最高支給額10,000円・最低支給額1,000円であった。検診マン

モグラフィ撮影診療放射線技師は最高支給額10,000円・最低支給額3,000円、放射線治療品質管理士は5,000円、放

射線治療専門診療放射線技師は最高支給額5,000円・最低支給額3,000円、医学物理士は10,000円、超音波検査士

は3,000円、その他の医療情報技師・DMATは1,000円の支給額であった。

Q10 貴施設ではH26年度賞与の支給はありましたか。

ある 
92.7％ 

ない5.5％ 
 

未回答1.8％ 

H26年度賞与の支給 
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Q11 Q10で「ある」と答えた施設にお尋ねします。H26年度年間賞与は月収の何ヵ月分支給され

ましたか。

賞与支給額 

回
答
数 

H26年度年間賞与の平均は月収の4.3ヵ月分であり、最高は月収の6.5ヵ月分、最低は月収の1.5ヵ月分であった。年

間賞与は（基本給+役職手当）×1.85±0.25、一律100,000円という施設もあった。

Q12 貴施設では非常勤の診療放射線技師を採用していますか。（夜勤は除く）

している 
43.6％ 

未回答1.8％ 

非常勤の診療放射線技師を採用 

していない 
54.5％ 
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Q13 Q12で「している」と答えた施設にお尋ねします。時給はいくらですか。（夜勤は除く）

非常勤時給金額 

回
答
数 

非常勤診療放射線技師の時給平均金額は

2,396円であり、最高金額5,714円、最少金額

1,200円であった。

Q14 ご意見がございましたらお書き下さい。

・放射線機器管理士が管理しているMRIを行えば診療報酬が加点されるような働きかけをおこなっていただきたい。

・アンケートの職場、給与担当への反映方法はないのですか？

・接遇に関する教育や技術論（一般撮影・CT・MR）やこれから必要とされる技師が身につけなければいけない事

などの勉強会や研修会などをもっと頻繁に安価で行ってほしい。

・高い年会費をもっと有効に還元する方法を考えてほしい。技師のレベル低下防止策をもっと積極的におこなって

ほしい。

・頑張ってください。

【調査分析】

Q１　基本給は学歴により区分されているかについては5割の施設で区分されていた。

参考資料①より構成施設ごとに見てみると、500床以上の施設では7割が学歴により区分されているのに対し、499

床以下の施設では4割ほどであった。

Q3 放射線作業（危険）・診療放射線技師資格手当については6割が支給されているが、参考資料②より500床以

上の施設では8割が支給されていた。

Q５　放射線作業（危険）手当以外の特殊作業手当（手術室業務・Ai撮影業務等）は、ほとんどの施設で支給さ

れていなかった。実習生指導報酬が1日500円支給されている施設があり、指導内容やマニュアル作成など、どのよ

うに行っているか興味深い手当の支給があった。

Q７　診療放射線技師以外の資格について、手当は8割の施設で支給されていなかった。施設別に見ても大きな差

異はなかった。診療放射線技師以外の資格手当は、第1種放射線取扱主任者・検診マンモグラフィ撮影診療放射線

技師・放射線治療品質管理士・放射線治療専門診療放射線技師・医学物理士・超音波検査士・医療情報技師・

DMAT（災害派遣医療チーム、災害急性期に活動できる機動性を持ったトレーニングを受けた医療チームのこと）

を取得していると手当が支給されていた。診療放射線技師が災害医療で活躍できるニーズがあり、必要性が認めら

れて支給されている施設があることがわかった。

Q10 H26年度賞与は9割の施設で支給されていた。資料③より500床以上の施設では全てで賞与が支給されていた。

Ｈ26年度年間賞与の平均は月収の4.3ヵ月分であり、最高は月収の6.5ヵ月分、最低は月収の1.5ヵ月分であった。賞

与が支給されていても施設間でのばらつきが多いことがわかった。

Q12 非常勤診療放射線技師については4割が採用していた。施設別に見ても差異はなかった。非常勤診療放射線

技師の時給平均金額は2,396円であり、最高金額5,714円、最少金額1,200円であった。業務内容・勤務時間につい

ての調査を行ってはいなかったため、時給のばらつきがあり今後の課題にしていきたい。
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資料①　Q1学歴による区分 

病院（500床以上） 病院（200～400床以上） 

病院（199床以下） その他 

ある 
73.3％ 

ある 
46.7％ 

なし 
26.7％ 

なし 
53.3％ 

なし 
100.0％ 

ある 
45.8％ なし 

45.8％ 

未回答 
8.3％ 

資料②　Q3放射線作業（危険）・診療放射線技師資格手当 

病院（500床以上） 病院（200床～400床以下） 

病院（199床以下） その他 

ある 
80.0％ 

ある 
60.0％ 

なし 
20.0％ 

なし 
40.0％ なし 

100.0％ 

ある 
54.2％ 

なし 
45.8％ 

資料③　Q10H26年度賞与の支給 

病院（500床以上） 病院（200～499床以下） 

病院（199床以下） その他 

ある 
100.0％ 

ある 
86.7％ 

ない 
13.3％ 

ある 
91.7％ 

ない 
4.2％ 

ある 
100.0％ 

未回答 
4.2％ 

参考資料




